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GIGA スクール構想により子どもたちに１人１台端末と高速ネットワーク環

境が整備されて３年目となりました。 

東大阪市では、ICT教育担当者を各校に位置づけ、校内の ICT教育を推進し

ています。５月２５日に開催された令和５年度第１回 ICT教育連絡担当者協議

会では、下記の内容を協議し、市としてどのように ICT教育を進めていくのか

を話し合いました。 

協議会は、オンラインで開催しました。教員が様々な場面で ICTを活用する

ことが、授業での活用イメージを広げ、授業での有効な ICT活用を進めること

につながります。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

●中学校区の他の先生方とともに、学校での ICT活用、管理等の情報共有ができ、自校の実践に生かした

いと感じた。ICT活用については、学校全体で積極的に取り組むことができていると感じている。昨年

度、新しく取り入れたタイピングのアプリケーション活用や、ICT活用事例などを参考にした新しい学

びのイメージなど職員で共有し、今後も学校全体で取り組んでいきたい。 

●研修の始まりなどは、（授業での）クラウド活用のイメージがついていなかったのですが、各先生方

とのグループ活動の中で資料を作成する際に、自然と他のグループのクラウド上の資料を参考にして

いました。これこそが、クラウド活用のメリットなのだなと感じました。校内でも使用方法を知らな

い先生も多いので、伝えていこうと感じました。 

●本日の内容で、ICT を使った一斉授業を行っているだけだと、痛感させられました。生徒が自ら課題

を設定し、生徒同士がさらに共有できる授業を考えようと思いました。様々な実践を行い学校内にま

ずは発信しようと思いました。 

学校教育基本目標 

重点目標 

 

先生も新しい学びにアップデート～第１回 ICT 教育担当者連絡協議会～ 

東大阪市教育委員会学校教育部 学校教育推進室 令和５年６月６日 

〒577-8521 東大阪市荒本北一丁目 1番 1号  TEL06－4309－3268～9 

【第１回 ICT教育担当者連絡協議会の主な協議事項】 

・GIGA３年目：子どもが主語になる学びへ    ・情報活用能力の育成  

・自分の学びのデータ整理           ・AIドリル Qubenaの有効活用    

・端末活用時の留意事項（破損防止・目の健康等） 

 

すべての子どもに生きる喜びとあすをつくる力を 

総合的視点に立つ教育の推進 人権尊重に徹した教育の実践  

学校園・家庭・地域の協働 信頼に応える学校園づくり 

「探究と対話」をもとに学び続ける教職員へ 



 

 
熱中症は、暑い環境で体温の調節ができなくなった状態で、めまいや吐き

気、頭痛、失神等様々な症状をきたし、最悪の場合は死に至る疾患です。 

熱中症警戒アラートが発表されている日には、下記の熱中症の予防行動を

積極的にとりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 厚生労働省 HP 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛ガード協力員さんの見守り活動の様子 

6月は「子どもの安全確保推進月間」 

〇愛ガード運動への協力 

（新たに協力いただける

方は小学校にお問い合わ

せください）    

〇散歩や水やり等をしな

がらの「ながら見守り」   

〇不審者被害はまず警察

に通報すること など 

「地域の子どもは地域
で守る！」を合言葉にた
くさんの愛ガード運動
協力員の方の力で、この
活動は続いています。 

大阪府教育庁では、6月を「子どもの安

全確保推進月間」、また 6月 8日を「学校

の安全確保・安全管理の日」と定めてい

ます。 

学校園では危機管理体制の点検や教職

員研修、子どもの危険予測・回避能力の

向上、安全への意識向上に向けた取組み

として防犯教室や訓練を実施していま

す。 

『愛ガード運動』も今年で 1９年めを迎

えました。雨の日も風の日も登下校の見

守り活動をしていだいている協力員のみ

なさまに、心よりお礼申し上げます。今

後も、子どもたちが安心して元気に学校

園生活が送れるよう、学校園・家庭・地域

が一体となった取組みを推進していきま

す。みなさまには右記の点についてご協

力お願いします。 

１．暑さを避ける 

・涼しい服装、日傘や帽子を活用 

・少しでも体調が悪くなったら、涼しい場所

へ移動する（涼しい室内に入れなければ

外でも日陰へ） 

※エアコン使用時も適宜換気を行う 

 

・ 

２．のどが渇いていなくても 

こまめに水分補給をおこなう 

・1日あたり 1.2Lをめやすに水分補給 

・大量に汗をかいたときは塩分も忘れずに 

とる 

※ 熱中症を防ぐためマスクを外しましょう。 

マスクの着用については個人の判断を基本と

しますが、運動時や熱中症などの健康被害が

発生する恐れのある場面においては、 

マスクを外すよう促すなど、安全面を 

考慮した対応及び配慮を行いましょう。 

３．暑さに備えた体つくりと 

  日ごろからの体調管理をおこなう 

・暑さに備えた適度な運動（無理のない範囲

で実施） 

・体調が悪いときは無理せず休養 

・ 

・エアコン使用時も換気する 


